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	0 人事院給与局長が示した見解 

しかし、勧告の具体的な内容については明らかにしませんでした。
　交渉後半、公務員連絡会は次のとおり不満を表明しました。


この結果、８月４日に再度、給与局長交渉を行い勧告内容を具体的に回答するよう迫り、給与局長もこれに同意したことから、本日の交渉を締めくくりました。
	
	
	0 ８月４日に再度､給与局長交渉 
公務員連絡会は、交渉後の会議で、８月４日に再度、給与局長との交渉を行った上で、勧告直前には、各産別委員長クラス交渉委員による人事院総裁との交渉を行い、ギリギリまで「50歳台後半層の給与引下げ」反対と公務員労働者の生活を守る給与勧告を求め交渉を強めていくことを確認しました。
















50歳台後半層の給与引下げについて納得できる説明を行わないまま、その実施を一方的に回答しているだけだ。これでは到底認めるわけにはいかない。


また、勧告を直前に控えた今日の段階でも、官民較差、一時金について具体的に答えておらず著しく不満だ。再度給与局長交渉を行い、具体的な見解を示してもらいたい。















































































































































公務員連絡会は人勧期闘争の大きな山場となった7月27日、４千人の仲間が全国から結集し、第２次中央行動を行いました。


午後１時30分から、猛暑の中、日比谷大音楽堂で中央集会を開催したほか、霞ヶ関を一周するデモ行進と人事院前での交渉支援行動を行った後、音楽堂に再結集し、人事院交渉の報告集会を行い、要求実現を求めて最後までたたかい抜く決意を固めあいました。


道本部青年部・女性部が取り組んだ「怒布」は９８単組総支部から９１枚を集約し、牧野青年部長と上島女性部長が中央行動に持参、公務員連絡会交渉団の青年部代表者から人事院に手渡されました。　（道本部ＨＰより）











７月27日、公務員連絡会は全国から４千人が結集した中央行動を背景に人勧期の山場と位置づけた人事院給与局長との交渉を行いました。





①月例給・一時金とも引下げの可能性が高い


②50歳台後半層の給与に一定率をかけて引き下げる勧告を行う意向である





セブン銀行で使える「ろうきんカード」


のＰＲをきっかけに見つけた疑問？





セブンイレブン・ロゴマークの謎に迫る





【前号のつづきです】


本家セブン-イレブン・ジャパンの広報室に聞いてみたところ、意外な答えが返ってきたそうです。�　「実は、私どもでも『わからない』というのが実情です。1973年に米国のサウスランド社と、日本のヨークセブンとの間でロゴの使用契約を結びました。その契約を継続してロゴを使用しているのですが、こちらからも米国の担当者に『なぜ最後だけ小文字なのか』を問い合わせたところ、『ロゴの担当者はすでに辞めているのでわからない』という正式回答が返ってまいりました。社内の憶測では『デザイン性によるもの』だと言われておりますが、本当のところはわかりません。」�　謎に迫るつもりが、ますます謎が深まってしまいました。迷宮入りです。しかしこの世の中、少々謎めいていた方が楽しいかもしれません。　


　　　　　　　「松阪証券 社長日記」より

















７月30日(金)18：15


　特養いちいの園支会 職場集会





７月31日(土)13：30～15：30


　終戦の日を迎えて平和と護憲を誓う


網走管内集会　[端野公民館]


※ 詳細は7月23日配布の教宣で





８月18日(水)～19日(木)


　自治労道東政治フォーラム学習会


[釧路市] 　参加：日下道議ほか





◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇





８月１日(日)～31日(火)


　ヒロシマ･ナガサキ原爆写真ポスター展　[中央公民館２Ｆ展示室]





８月26日(木)19：00　[中央公民館]


　被爆証言講話会（社会教育講座）


＝原爆被害を後世に語り継ぐ＝


講師：植 田 規 子 さん（78歳）　


14歳の時､爆心地から1.5ｋｍの工場で被爆





８月15日(日)19：00


　つべつ納涼盆おどり大会　[神社境内]














＝0網走地方本部「2010自治研集会」＝








◇シンポジウム　パネラー　津別町自治会連合会会長　大江清一 さん 


　　　　　　　　　　　　　北見市議会議員　隅田一男 さん


　　　　　　　　【論点】① 人口減少、高齢化による自治会活動の苦労


　　　　　　　　【論点】② ひとり暮らし、防災への対応


　　　　　　　　【論点】③ 自治会存続に必要なこと


　　　　　　　　【論点】④ 行政への要望


◇シンポジウム　進　行　　網走地方本部自治研推進委員会　青柳朋幸 委員長


◇分散会・全体討論





参加無料

















連続した休みで体も心も元気になろうネ














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


